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２０世紀の物質文明を支えてきた科学技術は現在、

人口問題や温暖化といった地球規模での深刻な問

題に直面している。２１世紀には自然環境と調和し

たエネルギー源の開発および生産加工のための環

境にやさしい高度な機能を有する先進エネルギー

源の利用が強く求められている。このような背景を

受けて、イオンビームや電子ビームを高度に制御し、

電磁場あるいは物質と相互作用させることにより新

しい機能を発現させ、工学や医療の分野で生産技

術、診断、治療等に役立てる高エネルギー粒子源

あるいは D-3He 核融合反応を用いた先進エネルギ
ー源を創造する研究を行なっている。 
 

研究テーマ  
・ 収束イオンビームを用いた中性子源および陽

子源の開発研究 
・ 超高βプラズマ生成と制御に関する理論研究 
・ プラズマと高周波電磁界との相互作用の理論

解析 
・ 先進核融合炉に関する概念設計に関する研究 
・ 超粒子モデルを用いたイオンおよび電子との

電磁場相互作用に関する数値シミュレーション 
・ 核融合炉の燃焼制御に関する研究 
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